
長かった２学期も今日で終わりです。

２学期には大きな行事がありました。また、学校の中心

が、３年生から２年生に移っていく時期でもあり、学校の節

目の時期でした。

１２月２０・２１日、各学年の振りかえりの学年集会が行われ

ました。学級委員を中心に、静寂の中で、各学級や各種委員

会の２学期の振りかえりが発表されていました。どの学年・学級も、日常の取組みや行事

などを通じてクラスの団結力が増し、仲良くなった半面、授業中の私語が多くなった、Ｊ

４が守れていない、仲間への「チクチク言葉」があるなどの反省がでていましたね。

「日常から行事へ、行事から日常へ」、２学期には何度も言ってきましたが、行事のあ

とに、みんながどんなふうに変わるのか。それが一番見たかったところです。みなさん

は行事などを通じて、仲間のいい面を見つけ、互いのことをより深く理解できるように

なりました。でも、その成果を日常にどれだけつなげることができましたか？

行事は、仲間の発見の場であり、一体感を感じる場です。そして、その土台となるの

が日常の生活です。仲間づくりは、日常の葛藤や切磋琢磨の中ですすんでいきます。

日常をみると、まだまだ課題も多く、特に授業では、私語してしまう人やまじめに取

り組めない人への取組みに迷いがあるように思います。「しんどいことから逃げようと

する人」に本気の声かけをしよう。これが、みなさんの目指すところですよね。振りかえ

りを、みなさんの３学期につなげて下さい。期待しています。

１２月の月間目標は「時間を守ろう」でした。

「時間を守ることは、信頼を守ることです」

朝、遅刻しないということは、学校で決まっているルールです。決して遅刻しない人

は、このルールを守ろうと、毎日決まった時間に家をでて、決まった時間に学校へ着き

ます。当たり前のことをちゃんとできる人は、人から信頼されます。その逆もあります。

「時間を守ることは、相手の時間を守ることです」

時間は、自分だけのものでなく、相手にも時間があります。例えば、授業に遅れてく

る人がいれば、授業が始まらず、みんなを待たせることになります。待つ時間は相手に

とって無駄な時間になってしまいます。

時間を守ることだけでなく、学校のルールを守ることは、みんなの生活を守り、安心

して学校生活を過ごせる環境を創ることにつながります。心がけてください。
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③自ら学び、考え、判断する力



税の作文コンクール

３年生の夏休みの宿題となっていた「税の作文」のコンクー

ルで、３－１の森岡海有さんが「公益法人茨木納税協会会長

賞」を受賞しました。森岡さんは、ふるさと納税について考

え、実際に納税をしてみた経験を作文にしてくれました。 受賞おめでとう！

西中校区のつどい

１２月４日、「西中学校区のつどい」が開催されました。今年で８回目を迎え、校区恒例

の冬の行事となってきました。西中生も前日の準備も含めてのべ４５０名の人が手伝っ

てくれ、体育館での舞台発表や模擬店で盛り上げてくれました。地域の皆さんからたく

さんのお褒めの言葉をいただきました。

茨木市生徒会交流会

１２月１９日（月） 於ローズＷＡＭ

年に２回行われている茨木市生徒会交流会に西中から

本部役員が参加してくれました。今年は「ネット上でのト

ラブルを起こさない学校にするために」をテーマに分科

会での討議が行われ、西中からはは分科会の司会やグル

ープの発表者を担当してくれました。

トイレをピカピカに

期末テストの最終日、保健美化委員とボランティアの皆

さんが、全校舎のトイレを念入りに掃除してくれました。床

・便器・ドアなど洗剤を使って磨いていくと、どんどんきれ

いになるのを実感しながら、掃除してくれました。

きれいなトイレはとても気持ちがいいですね。


